
 

 

 

 

 

 

第２回進路希望調査を行います。 

 昨日は実力テストでしたね。お疲れさまでした。定期テストと違って、範囲のないテスト、

しかも１日５教科とあって大変だったでしょう。でも入試本番もこのようになる人が多いか

と思います。まずは試験に慣れることが必要かもしれませんね。 

 さて、話は変わりますが９月１日に第２回進路希望調査用紙を配布します。本日から返却

される実力テストの結果を踏まえて考え始めてください。締め切りは９月１８日（金）厳守

です。締め切りまで時間がありますが、忘れてしまうことのないように、また、用紙をなく

さないようにしてください。前回は用紙をなくしてしまう人が何人かいました。進路希望調

査用紙は願書などと同様進路のための大切な書類です。もらったら大切にファイルなどに入

れておうちに持ち帰ってください。 

 具体的に考え始めている人は、それを書いてください。まだ考えられていない人は、今は

まだ「あこがれ」「できれば」といった気持ちで希望先を書いてもかまいませんが、未定は

やめてください。第 3 回の希望調査は現実的に出願する学校・コース名を書いていただく

必要があるので、そこは頭に入れておいてくださいね。今は、望む未来に向かって努力を重

ねましょう。 

 今回の希望調査についてお願いがあります。 

① 「未定」で出すことはさける 

＜理由＞ 

未定では担任の先生と具体的な話を進めることができません。 

また、進路希望調査は大阪府全体で集計されて、新聞発表の資料にもなります。未定の人

が多いと、調査しても全体的な様子が具体的につかめません。 

② 私立専願・併願どちらにするのか考え、併願の場合は受検する公立高校だけでなく併願

校をどの学校にするのかも考える。それぞれ第２希望まで書く欄があります。 

＜理由＞ 

併願校は「もしも」の時に通うことになる学校。適当に選んでしまうと後悔することになり

ます。ですから、「通うことになっても納得できる学校」を探すこと。 

③ 保護者の方との意見を一致させる。 

どうしても一致しないときは、あなたの第１希望を書いてください。 

＜理由＞ 

最終的にはあなたが自分の進路先を決定するのです。しかし、保護者の願いや思いを聞くこ

とも大切です。 
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④ 学校名に関しては、「○○高等学校△△科または☆☆コース」まで正確に書く。 

＜理由＞ 

いくつかの学科やコースを持つ高校は、学科やコースごとに募集人数が設定されており、そ

れぞれの学科やコースで合格が決まるからです。コースに関して自分で調べてもわからない

ことがあれば担任の先生に相談してください。 

⑤ 今回書いたことが決定ではありません。 

この先考え直したり、変更したりしてもかまいません。もちろん、第３回目の希望調査に書

く希望先と違っていてもかまいません。現時点での希望を書いてください。 

ちなみに、私立と高専、公立の特別選抜の受検校は、2 学期末懇談までに決定し、懇談の際

に、どの学校を受検するかを決定用紙に書いてもらいます。それ以降変更はできません。な

ぜなら、冬休み中に受験に必要な書類を 3 年の先生方皆で用意し始めるからです。公立一

般選抜の受検校は、私立入試が終わったら決定となります。が、あらかじめ候補を絞ってお

いてください。 

公立の高等学校に出願する際には、「自己申告書」を提出しなければなりません。 

ボーダーゾーンに入った場合、アドミッションポリシーに合致しているかどうかで合否が決

まることがあります。 

なお、昨年度のアドミッションポリシーにより合格した人数は旧２区の普通科では以下の通

り。 

寝屋川４人 牧野３人 香里丘２人 桜宮１人 港５人 

そして、このアドミッションポリシーは各学校及び学科によって違います。ということは、

候補がたくさんあればあるほど用意する自己申告書の種類が増えるということです。簡単に

書けるものではないので、候補を絞っておくほうが良いと思うのです。ちなみに、各公立高

等学校のアドミッションポリシー並びに学力検査の種類並びに学力検査の成績及び調査租

の評定にかける倍率のタイプは、大阪府の HP に出ています。 

https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/129117/r09_admission_koukou.pdf 

 

チャレンジテスト 
来週はチャレンジテストがあります。評定平均の幅を決める大事なテストです。 

時間割 9 月２日(水) 

1 限 2 限 3 限 4 限 5 限 ６限 

国語 社会 数学 理科 英語 アンケート 

持ち物 

HB または B の黒鉛筆（シャープペンシルも可）※ボールペンは使用できません。 

消しゴム 直定規 コンパス 

分度器、分度器機能付き定規 計算機 携帯電話 スマートフォン等の通信機器の携行は認

めません。 

また、６限のアンケートはタブレットを使用します。忘れずに持ってくること。 

テストの結果については後日個人票で提供されます。 

https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/129117/r09_admission_koukou.pdf

